
【参加学生の修了レポート】 

 

隣国と、自分と向き合うきっかけに 
 

 

1．韓国のことばと文化を学んで 

 前半３週間の韓国語短期課程では、韓国のことばと文化を同時に学んだ。得るものが多

かった分、ことばや文化を吸収する際の不和やストレスも大きかったように感じている。

ここでは、具体的にどのようなこと（言語、文化、生活面）を学んだか、そしてそれに伴

う感想などを述べたい。 

 まず、ことばについて。独学の結果、ハングルが中途半端にしか読めなかったこともあ

り、ハングルの文字など基礎的な部分より学んだ。正直、韓国語の授業の一週目はストレ

スでしかなく、フラストレーションが溜まっていた印象が強い。というのも、自分以外の

お茶の水女子大学生や他学生らが韓国語の勉強を以前より進めており、同じ土俵に立てて

いなかったからである。自身の努力不足、そして韓国語学習へのモチベーションがいかに

低かったかを再確認した。また、初級者に対しても直接教授法（韓国語を韓国語を使用し

て教える）であったことも、ストレスが溜まる原因であった。これまで、外国語を学ぶに

あたって、言語の土台となる部分はいつも母語である日本語で教わっていた。ゆえに、そ

の後外国語の授業が直接教授法に転換しても、授業中に先生の説明が何もわからないとい

う経験が無かったのだ。今回、初めて授業の内容が殆ど分からないという経験をし、混乱

と苛立ちを覚えた。このことについても、事前学習を綿密に行っていれば防げただろう。

２週目になってからは、テキストを自分で予習・復習するなどして授業の内容にどうにか

ついていけており、 終テストでも９割程度理解できていた。思い返してみれば、１週間

目に経験したフラストレーションが韓国語学習の原動力に繋がったのかもしれない。ただ、

苛立ちを露わにしていた実感があることから、先生陣にもあまり良い印象を与えていない

だろうし、授業外の時間にも影響が出てしまっていた気もする。できれば、基礎的な土台

となる部分は完全な直接教授法を避けて頂けたならば、より学び易かった。 

 次に、文化について。これまで、特に韓国文化（K-POP などを含め）に一切の興味・関心

が無かったために、想定していたものとは違う、新鮮な体験ができた。しかも、文化体験

の多くは、韓国の大学生パートナーと訪れるものだった。同世代の意見（若者の間で何が

流行っているのかなど）を聞きながら、各所を訪れることは、ただ旅行で韓国を訪れる際

とは異なり、貴重な体験ができたと感じている。様々な観光地や文化的建造物を訪れ、各

観光地の雰囲気が日本と大差無いことを確認した。同時に、日本の観光地と類似していな

がら（韓国から日本にもたらされたものゆえ当然だが）も、色使いや装飾品、そこに住む

人々のあり方などが異なり興味深かった。K-POP については、自身があまり馴染み無かっ

たこともあり、 大限に楽しむことはできなかった。反面、韓国映画の鑑賞がとても印象

に残っている。釜山外国語大学校に大きな視聴覚室があったことも驚きだったが、複雑な

感情の機微を描いた韓国作品特有のストーリーにとても満足した。同時に、韓国・日本・

チェコ（チェコからの大学生も研修に参加していたこともあって）が一つの映画の中で繋

がっていたことに感銘を受けた。政治的描写なしに、数カ国をつなぐことができる映画の

偉大さ、他国の文化を理解するにあたって映画が効果的であることに気づいた。 

 さらに、生活面についても少し言及しておきたい。韓国の文化の中でも、食文化・生活

リズムが日本のものと大きく異なるように感じた。１つ目の食文化だが、日本のものとは

違い少し苦労した記憶がある。全体的に味付けが辛く、ご飯選びが少し大変だった。ただ、

前半の研修のパートナーや後半の実習のチューターなどと様々なお店を訪れるにつれて、
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段々と辛さにも慣れることができた。初めは、驚いた味付けも、長く滞在するにつれてそ

れが当然となり順応していったのだ。また、韓国にはお洒落なカフェやスイーツを取り扱

っているお店が比較的多く、自身のような女子学生には暮らしやすい場所であると感じた。

２つ目の生活リズムについては、日本の大学生よりも遅い時間まで活動していることがわ

かり、韓国の大学生の生活リズムへの順応にも少し苦労した。自身は、日本では大学生に

してはかなり早い門限のある家庭であるため、特に韓国人学生の生活リズムに合わせるの

には少し戸惑いがあった。日本での生活とは違うものとはじめから覚悟を決めた上で研修

に望むべきだったと反省している。 

 後に、韓国のことばや文化に触れたことの感想をまとめておく。韓国文化に一切興味

のなかったところから、少し触れたことで興味が少し湧いた。また、事前知識の乏しい状

態からことばを学ぶことへの弊害やストレスを知り、今後自分や他者がそのような経験に

ぶつかった時にどう対処できるか考える必要性を感じた。 

 

2．日本語教育実習 

 副プログラムが日本語教育ではないということもあり、これまで「日本語を教える」こ

とを深く勉強し、直接向き合ったことが無かった。そんな中でも、多くのことを吸収し、

自己を振り返った上で、様々なことに気づくことができた。 

 まず、これまでは考えることのなかった、ことばを直接教授法で教えることのメリット

や難しさ、限界を考える良い機会となった。自分の母語を通して教えることが出来るのだ

から、イントネーションや発音、実際にことばが今どのように使われているかなどの感覚

的・ニュアンス的な部分はより現実性をもって伝えることが出来る。同時に、母語を通し

て日本語を教えるのだから、間接教授法よりも（自分の経歴・背景などの）オリジナリテ

ィを出しやすいなと感じた。実際に、自分も授業を行なった際には、音読を多く取り入れ

たり、ことばの使われ方などのより文化的側面も教えられたりするように努めた。という

のも、自身が中学の頃より所属していた部活の関係上音読が得意であり、また自身も日本

のアニメや漫画に強い関心があるからである。また、直接教授法で授業を行うことで、た

だの講義であったとしても、生徒たちにはリスニングの一環となり、頭を常に働かせなが

ら授業に臨むことが出来る。自身が韓国語研修に参加した際にも、普段の大学の授業とは

違い、授業に追いつくために集中して聞かねばならないという切迫感があった。一方で、

直接教授法の授業を見学し、実際に自分で実践することでその難しさを同時に痛感した。

新出の語彙や表現などを、クラスに在籍する全生徒が理解できるような説明を日本語で行

うことが極めて難しい。諸先生方の授業では、韓国語で補っている場面も多々見られた。

直接教授であったとしても、学習者の言語を習得することでさらにスムーズに教えられる

ことが分かった。さらに、日本語ネイティブが日本語文法を日本語教育的知識無しの感覚

のみで教えるには限界があることにも気づいた。自分が、教壇に立ち、日本語の表現など

を紹介する際に、日本語の構造などの知識が不足していたため、曖昧な説明にとどまって

しまった。日本語ネイティブといえども、日本語教育をする上での知識が必要不可欠だと

気づいた。ネイティブではないアクターの目線に立ち、さらに配慮出来るようにならねば

と考えさせられた。 

 次に、実習を通して、自分がどのような人物か、そして自分の長所や短所などを振り返

る機会が豊富にあった。１つ目に、イラストやデザインに関心があることを再確認し、そ

れが強みになるのだと分かった。授業で使う配布プリント・スライドのレイアウトやフォ

ント、色使いなどに気をつけた。さらに、もともとイラストを描くことが好きだったとい

うこと、先生に助言を頂いたこともあり、授業配布プリント用のイラストを何枚か描いた。

この両方とも、学生たちからは良いリアクションがあった印象がある。ここから、デザイ
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ンやイラストに気をつけることが、教育を行う上でも一つの強みになるのだと実感した。

２つ目に、自身がハキハキと話せていることやダイアログなどの簡単なやりとりをスムー

ズに書くことが出来ると分かった。これは、先述にある中高６年間所属していた部活に起

因している。勿論、先生は教室の奥にいる学生にもはっきりと聞き取れるような声で話さ

なければならない。同時に、日本語教師である以上、標準的な日本語に準拠したイントネ

ーションに気をつけなければならない。また、現実味がありながら、日本語の表現などを

学ぶことのできるダイアログを即座に作ることが出来ることも強みと言えるはずだ。３つ

目に、自分で全てを行ってしまおうとすること、全てを完璧に行おうと考える癖があるこ

とに気づくことができた。教案とは別に、分刻みの進行表を作成したり、早めに授業準備

を終わらせることができたりとこの性格のおかげで助かった部分も大いにある。同時に、

授業においては、一人で授業を行おうとしてしまい、学生とのコミュニケーション・交流

がおろそかになってしまった。学生との信頼関係を築き、学生からのレスポンスを待つこ

とも先生になるためには必要なのだと痛感した。以前より、自身が完璧主義的思考に陥り

がちなのは理解していたつもりだったが、今回の実習を通して注意すべき自分の癖として

認識することができた。以上に挙げたような強みは教育の場に限らず、様々な場において

活かしていけると考え、気づかせてくれた先生方にはとても感謝している。同時に、気を

つけるべき自分の癖を知り、他の活動を行う上でも注意していきたい。 

 日本語教育を考え、実際に教壇に立ったことで、日本語教育の難しさや学生たちを通し

て自分自身をさらに深く知ることができた。他の実習生の多くは、これまで学んできたも

のを活用する集大成としてこの日本語教育実習に臨んでいた印象がある。対して、自身に

とってはこの実習が日本語教育に触れるスタート地点だった訳である。その分、多くのこ

とを吸収し、気づくことができた、濃密な２週間だった。 

 

3．複言語・複文化プログラムについて 

 以上２種類の研修および日韓学生フォーラムを踏まえて、プログラムの長所や限界につ

いて考える。 

 まずは、プログラムの長所を述べていこう。１つ目に、韓国や日本に対する理解が深ま

った。韓国のことばや文化をゼロから学び、実際に肌で感じることで韓国に対する理解が

深まったことは自明である。同時に、自分の母語を振り返り、日本文化が韓国でどのよう

に受け止められているかを知り、自分の出身国を客観的に理解することに繋がった。パー

トナーやチューター、フォーラムで意見交換をする中で、教科書では計り知れない若者目

線の韓国情勢や、日本に興味のある学生から見た日本について生の声を沢山聞けた。２つ

目に、２つのプログラムを経験したことで、学生の持つバックグラウンドや学生の視点を

理解した上で教壇実習に臨むことができた。韓国語や韓国の文化を勉強したことで、休み

時間などに実習担当の学生が話している内容が若干理解できたのは良かった。また、直接

教授法で外国語を学習する難しさや辛さを知っており、自身も一人の外国語学習者である

ので、日本語学習者の立場を理解して（真摯に向き合った上で）教壇に立つことができた。

それゆえ、ただ日本語教育プログラムに参加するよりも学生の立場を考え、より対象者を

理解した上で実習に臨めたのではと考える。 

 次は、プログラムに参加するにあたって感じた限界や改善できる点を考える。１つ目に、

プログラムの内容が盛りだくさんとなってしまい、期間がどうしても長くなってしまうこ

とだ。自分自身も、１ヶ月半に及ぶプログラムに本当に参加すべきか、 初は悩んだもの

である。より、多くの学生に日韓・東アジアの共生について考えてもらうことを考えると、

あまり手軽なプログラムとは言い難いかもしれない。２つ目に、韓国語の勉強と日本語教

育実習を合体させたプログラムであったからこそ、前もってそれぞれについて学習する機
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会が少なく、知識・関心の欠如が顕著だったことが挙げられる。例えば、お茶の水女子大

学生全般に言えることとして、韓国の若者文化（K-POP など）に疎かったことがある。韓

国語プログラムに参加していた他学生の多くは、韓国が好きだから韓国語を学びに来たと

いう印象が強かった一方で、お茶大生にはそこまでの思いがあまり見受けられなかった。

また、日本語教育においても、もちろん日本語教育を専攻しているわけではなく、日本語

教師を絶対的な将来の目標として掲げているわけでもない。プログラムに、どのようなモ

チベーションで臨むのか、その設定が非常に難しかった。そのため、事前学習をさらに密

に行う、プログラムの意義付けを明確に行う必要性があると感じた。３つ目に、自分自身

と韓国人学生のお互いの語学力不足より、より深い対話に至れなかったことである。ただ、

日韓学生フォーラムでは、歴史問題などのセンシティブな内容に比較的踏み込めた実感が

ある。というのも、共に話した韓国人学生の方々の語学力があったからである。それでも

やはり、１時間強という短い時間での話し合いは、森山先生の授業「言語と文化」に比べ

て物足りなさが残った。日韓・東アジアの共生のための相互理解は一朝一夕で出来るもの

ではない。今回、フォーラムで交流した学生とは、連絡先を交換し、交流を継続すべきだ

ったと後悔している。 

 後に、今回のプログラムを総括する。複言語・複文化プログラムを通して、韓国に対

しての理解を深め、韓国語研修のパートナー、日本語教育実習のチューターや教壇実習で

交流した学生など沢山の韓国人の知り合いができたことは収穫である。今回知り合った

方々の多くとは、まだ連絡を続けている。今後、個人の趣味などだけではなく、韓日間の

対立など真面目な話もできるのではと期待している。また、日本語教育を通して、自分自

身や自分の持つ背景を振り返る良い機会になった。日本人としてのアイデンティティが強

まった実感がある。一方で、自分自身、プログラム参加前より韓国に強い興味がある方で

はなかったので、韓国語研修において自身のアイデンティティの変化を促すほどの強い刺

激・衝撃はあまり無かった。自分がプログラムにどのような意義や志を持って臨むかによ

って、自己のアイデンティティに与える影響も変わってくるのだと分かった。異文化の土

地に赴く時には、事前に調べ、どのような目的を持って訪れるのか明確にしたいものだ。 

  

4．授業「言語と文化」との関連性 

 本プログラムと直接は関係のない余談である。自身は、森山先生の 2018 年度前期に開講

していた「言語と文化」という授業を受講し、ここでも自己のアイデンティティや東アジ

ア圏の共生について考えた。その際に、同じグループであった、日本での留学期間を終え

た釜山外国語大学校の学生と再会を果たしたのである。久しぶりに会い、お互いの夏休み

に経験したこと（丁度韓国語研修と日本語教育実習の間だったので）やお互いの国の中学・

高校時代の話などの両国の教育事情を深く話すことができた。授業受講時よりも、相手の

話にレスポンスしやすかった印象がある。というのも、私自身が韓国文化を僅かながら吸

収し、相手への質問の引き出しが増えていたからである。異文化間での対話を果たすには、

まず相手の文化を知ることが肝要であると再確認した。確かに、話し手も、聞き手が自分

の出身国の文化に理解がある方が話しやすい。 

 相手と世間話のその先の深い話をスムーズに行うには、相手の文化を知り、信頼関係を

築く必要がある。そのため、相互理解は、長い目で見るべきなのだと改めて感じた。 
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複言語・複文化プログラムを通じて 
 

1．韓国のことばと文化を学んで 

 ８月６日から約３週間行われた韓国語短期研修では、韓国語会話・実践的韓国語の授業

を受けると同時に、教室内の授業だけではなく韓服体験や韓国料理体験、K-POP ダンス、

歌、韓国映画鑑賞など課外活動を通じて韓国語に触れることができた。渡航以前、私は韓

国語の読み書きができる程度であったが、これまでに本格的な勉強をしたことがなかった

ため、実際に授業を受けることは新鮮であった。韓国人の先生から釜山の方言なども含め

その地で使われている言語を学ぶことができたことは、とても良い経験であったと同時

に、Speaking と言われても名前、出身、年齢など基礎的なことを話すことが精一杯であ

った初日から、日数を重ねるうちに、お店の注文ができるようになったことや自分の感情

を伝えることができるようになったことは大きな変化だと感じる。 

 その国の言語を現地で学ぶことの利点に、その言葉が実際にどのように使われているか

知ることができることがあると思う。自分が解釈した意味が正しいか、また場面や状況に

応じてどのような言葉が使われているか肌身で感じることができる。その面でも、教室で

の授業のみならず様々な課外活動を通じて韓国語に多様に触れることができたことの意味

は大きい。嬉しいことにアクティビティーの時間には、同年代の釜山外国語大学校の学生

さんがパートナーとして一緒に過ごす時間が設けられていたことが多く、釜山の街を共に

楽しむこともできた。日本人同士で時間を過ごすだけではなく、韓国人パートナーが同行

してくれたことで、その場所に関する知らない情報を知ることができたことや、基本的な

会話は日本語であったものの、韓国語を少しでも実践的に使用する場面となったことは、

とても良かったと感じている。 

 韓国に滞在してから約１週間後に８月 15 日を迎えた。日本では終戦記念日としてこの

日が毎年迎えられ全国戦没者追悼式が行われるが、韓国でこの日は、日本の支配から解放

された日とされており、街に出かけると多くの韓国国旗が掲げられていた。この話をパー

トナーにしたところ、昔は各家庭の家でも掲げることが一般的であったと教えてくれた。

同じ８月 15 日であっても、立場が違えば考えも異なり、その捉え方も異なるのだという

ことを実感した日であった。 

 韓国語研修が終了してからの１週間の自由時間のうち、一緒に行っていたメンバーと共

に数日間をソウルで過ごした。あいにくの雨の中であったが、景福宮や昌徳宮などの建造

を訪れ、歴史を感じることができたことや新村・梨大で韓国の若者ファッションを楽しむ

ことができたことは楽しい時間であった。それと同時に、ソウルにいる友人と再会ができ

たことや、DMZ を訪れその緊迫した空気に包まれた環境をメディアを介してではなく、実

際に感じることができたことは、ソウルを訪れた意義の１つでもあったと感じている。 

 大学がまだ試験期間中であった期間に韓国に飛び立ち、時間を過ごしていた 初のうち

は、正直時間の流れがゆっくりであると感じていたが、振り返ってみると、とても短い時

間であったと確信している。３週間を通じてコーディネーターの方々やパートナーを含め

たくさんの人に出会い、忘れられない思い出を作ることができたことはもちろん、スタッ

フの方々が少しでもこのプログラムが良いものになるように取り組んで下さったことに感

謝の気持ちで一杯である。 

 日本で暮らしていると一般的に世の中に溢れる情報の中から韓国を知り、そこから何か

しらのイメージが形成されることが主である。しかし、このプログラムを通じ韓国で時間

を過ごしながら、韓国のことばや文化を学べたことにより、その情報を吟味することので
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きる機会に繋がったことはもちろん、実際にその地を訪れ学ぶことの大切さを感じること

ができた。 

 

2．日本語教育実習 

 日本語教育実習では前半の時間は、釜山外国語大学校日本語創意融合学部の先生方が行

う授業の見学、及び後半に行う教育実習の教案、資料作りを担当の先生にアドバイスを頂

きながら行なった。釜山外国語大学校の日本語教育の特徴に Can-do の概念に沿って授業

が行われていることがある。この Can-do の良さとして、達成目標が同じであってもその

アプローチは様々あるという点がある。そのため、授業見学に行った際にも同じカテゴリ

ーを教えている授業であっても先生により、その Can-do を達成する方法は様々であっ

た。使用する教材や資料、進め方が異なるのはもちろん、使用する文法や語彙もクラスに

よって異なった。それに伴い、同じレベルのクラスであっても学生のレベルは様々であ

り、雰囲気もそれぞれのクラスの特徴があるということを体感した。従って授業見学の時

間を通じて、教案を作るにあたり、自分はどのようなアプローチで授業を行うかを考えら

れ、その多様性を学ぶ時間になったと感じている。 

 アプローチが「自由」であることは、「マニュアル化」されていることより、ある意味

難しいことである。なぜなら、教師の独自性や独創性が求められている上、実際に授業を

終えてみなくてはそれが良いアプローチであったのか、もしくは検討すべき点があったの

かが分からないためである。そのため、本格的に日本語教育実習に向けて教案作りや授業

資料を作成するにあたり自分はどのようなアプローチで授業をするのか、教師的目線と学

生的目線の両方の視点から時間を掛けて考えることを大切にした。８月に韓国語や韓国の

文化について学んだことが「学生的視点」を考える上で大きく影響したと感じている。韓

国語の学習者としての経験があるからこそ、どのようなアプローチをすれば、韓国語を母

語とする人により分かりやすく、親しめる内容になるかなど多面的な視点を持って考える

ことができたことは、前半のプログラムがあってこそだと思う。 

 私の授業では、50 分×４コマを１セットと捉え授業を行うこと考えたため、各回の達

成目標はもちろんあるものの、４コマ全体を通じた目標も念頭にそれぞれの回の授業計画

を進めた。これにより、４コマそれぞれでアプローチに変化を持たせても全体の授業に一

貫性を持たせることができたため、非常に良かったと感じている。授業を行うにあたり、

使用する教材や資料は何度も訂正を加えつつ自分で作成したが、これはとても労力がかか

ったことであった。しかし、 終的な完成形のものを担当教員の先生に提示した際に「是

非この資料を他のクラスで使わせて欲しい」と仰ってくださったことは何とも嬉しいこと

であった。 

 実際に行った初回の授業では、予想していたよりも自分で話している時間が多かったこ

とや、学生さんの一人一人の意見に耳を傾けることができていなかったことが反省点であ

ったため、それを次回の授業では改善しようと心がけた。意識した結果、授業中に学生さ

んから挙げられた意見や、やりとりを大切にすることができ、コミュニケーションを図る

ことに繋がったと体感した。そして私は、この日本語教育実習を通じてできた宝物があ

る。それは、授業の 終日の 後の時間に担当の先生が行った私の「ふり返りシート」で

ある。授業はどうであったか、良かったこと、改善点、感想など記述形式の質問を含め、

クラスの学生さんが記入してくれた評価シートである。私はこの評価シートを何回読み返

したことであろうか。評価シートを読む前にも、 後の授業を終えた後に数人の学生さん

から「先生の授業がとても楽しかった」「日本語がこんなにも面白いのだと感じた」と言

ってもらい、授業を行うにあたり頑張った時間が思い出されたことと同時に、日本語の良

さを伝えることができたことに何とも言い難い嬉しさを感じることができ、あと少しで涙
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がこぼれ落ちそうであった。日本語教育についてこれまで大学で学び、その学びをもとに

実際に日本語を学んでいる学生さんに授業をすることができたことは、私にとってかけが

えのない経験になった。 

 

3．複言語・複文化プログラムについて 

 複言語・複文化プログラムとして、それぞれ３週間、２週間の相互的なプログラムに参

加していたのはお茶の水女子大学の学生のみであり、その意義は、2．日本語教育実習の

項目で述べた理由からも大きいと改めて感じた。その一方で、釜山外国語大学校で本プロ

グラムをコーディネートして下さっている方々や携わっている学生は、全く異なってい

た。「複言語・複文化プログラム」の共有が大学間で行われておらず、１週間の自由時間

も複言語・複文化プログラムの一貫として設けられていたようには感じられなかった。そ

のため、２つのプログラムは相互的であったものの、それぞれが基本的に独立している状

態であり、双方のプログラムに参加することで自分の中で互いの要素を融合させる経験や

努力をすることで初めて「複言語・複文化プログラム」を感じられたというのは正直な点

である。 

 日本語教育実習の前半の日程が終了した日に、日韓学生フォーラムが行われた。日韓学

生フォーラムが行われることは渡航前に行われていた事前授業で告知されていたため、予

め知っていた。このような普段は触れることができないテーマに触れることができるフォ

ーラムに参加することは、興味深いと考える一方で、実際に参加することに不安もあっ

た。何故ならば、相手とより深い議論をするためには、その主題に関して一定の知識を持

っておくことが大切であるが、これまで日韓問題について勉強した記憶といえば世界史の

時間が主であり、その他であると何か大きな問題が起こった際に、ニュースや新聞でそれ

らについて取り上げられているものを知る程度であったからである。また、今回のフォー

ラムの場合、話し合いを行うのは初対面の相手であり、恐らく参加する多くの学生がこの

ような議論をすることが初めてのため、自分の発言＝日本全体（の大学生）の考えとし

て、認識されてしまう可能性も十分に考えられることも考慮すべき点だと考えていた。こ

のような点から不安もあり、日韓学生フォーラムをより充実した時間にするためにはどう

したら良いかと考えた結果、私は韓国にこのようなセンシティブな問題について話しても

大丈夫であろう友人がいたため、日韓学生フォーラムが行われる前に、日韓問題について

議論しようと提案してみた。もちろん相手がそれを承諾してくれるか定かではなかった

が、何かしら学べること、感じられることがあることは確信していた。提案した 初、相

手からの返事は「わかった」でも「話したくない」でもなく、「戦争していた時代のこと

について話すってことであってる？」であった。その声の重みや表情からこの問題の重さ

を改めて感じた。私がこのように考えた経緯を話したところ、友人も理解してくれた。こ

れまでの会話では日韓問題に関して一切話したことがなかったため、 初は不思議に感じ

たが議論は思いの外、とても盛り上がった。互いの立場の違いを認識した上で、１つの問

題に対してどう考えているか、メディアではどのように伝えられているのか等についても

話すことができたため、とても充実した時間であった。議論が佳境に入っていくに連れ

て、特に印象的であったことは、友人の知識の深さであった。日本の首相ＡはＸと発言し

たが、次の首相ＢはＹと発言し、また別の首相ＣはＸと発言しており矛盾している等、日

本で政治的にどのような発言がされていたかも知っていた。また、それについて一般的に

韓国人はＺのように思っているが、Ｚの意見のＰという視点については自分は反対だと思

っている等の議論もでき、発展的な話し合いができた時間であると感じている。このよう

な時間を通じて、見解を知ることや伝えることができたことは日韓学生フォーラムに向け

て、良い準備ができたのではないかと自分の中でも思い、不安の要素が良い意味で少なく
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なっていた。 

 このような経緯もあり、日韓学生フォーラムに関して想いを持って臨んでいたため当日

は良かったと感じられる一方で少し残念な点もあった。良かったと感じられる点として

は、日本と韓国が互いをどのように思っているのか、思われているのかについて知ること

ができたことであり、日本から見る韓国がこれまでであったのに対し、韓国から見る日本

の視点も得られた点である。一方で、参加した韓国籍を持つ学生は、日本に対して肯定

的・中立的・否定的の３つの印象があるとしたら、肯定的印象を持つ日本語能力試験

N1、N2 相当を持つ学生が圧倒的であったため、互いに肯定的印象を持つ学生同士で交流

を深めるのみでは、日韓問題の根本的な解決には程遠いであろうと感じた。肯定的以外の

イメージを持つ学生との交流が必要とされているのではないだろうかと思う。また、全体

で与えられたテーマが「日韓問題について」であり、グループによりこの問題に対して、

アプローチが様々できる点は良いと感じたが、その反面、全体で意見を共有した際に１つ

のグループは「戦争」について、もう一方のグループは「慰安婦問題」について、「軍

隊」、「スポーツの日韓戦問題」についてなど、たくさんのテーマが出すぎてしまっていた

ため、話し合いにまとまりが見られなかったことは残念であった。10 グループ程度あっ

たため、全体での話し合いはグループの意見の「共有」というより「報告」になっていた

と思う。このように考えられる理由として、テーマが漠然としていた以外の視点から、釜

山外国語大学校の先生からフィードバックはあったものの、他の学生はどう考えたのか、

先生からのフィードバックを得てその学生は新たに何を感じたのか、それを議論する時間

がなかったことが考えられる。そのため、当日も話し合いの途中に時間の変動があった

が、予め時間配分をする際に上記のような話し合いをする時間を設定しておくことで、よ

り話し合いが発展的になるのではないかと感じた。 

 日韓そして東アジアの共生のためには国政の協力が欠かせないが、私たち学生であるか

らこそできることもある。それは自分の国の歴史、相手の国の歴史を理解した上で、互い

を認め合う気持ちを持ち他国の考えに触れることである。若者が日韓学生フォーラムのよ

うなプログラムに参加し、新しい視点や価値観を得られることで、その一つ一つが積み重

ねとなり、長期的な将来を考えた際には国際関係の改善へ、大きな一歩に繋がることに違

いないと信じている。 

 

4．実習を通じて 

 本プログラムの参加にあたり、事前授業を含めご指導頂いた森山先生、釜山外国語大学

校の先生方、コーディネーターの皆様、パートナーやバディー学生の皆さんにこの場を借

りて感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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外国語教育と異文化理解に向き合い続けた１か月半 
 

1．韓国のことばと文化を学んで 

 前半の韓国語研修プログラムは、韓国語授業と体験型の授業の２つで構成されていた。

そこで私は、韓国についての基礎的な知識を学ぶことが出来た。 

 韓国語授業のクラス分けで、私はレベル２のクラスに配属された。このクラスは、ハン

グルを読める程度のレベルの学生向けで、４月から韓国語を学び始めた私によく合ってい

た。この授業は、韓国語学習に対するモチベーションにだけでなく、後半の日本語教育実

習にも役立つ経験となった。私はここで、「直説法のメリット」と「教師の配慮」の２つ

について学ぶことが出来た。 

 私は韓国に来る前、外国語教育の直説法は、本当に可能なのだろうかと疑問に思ってい

た。なぜなら、分からない言語についてその言語を使って学んだところで、結局分からな

いままだろうと思っていたからだ。しかし授業を通して、直説法は十分に可能だというこ

とが分かった。 

 私のクラスを担当してくれた先生には、日本語を話せる先生も話せない先生もいた。し

かし、授業はほとんど韓国語を使って行われた。先生はジェスチャーを使ったり、ゆっく

りと区切って話したりと、さまざまな工夫をして伝える努力をしていた。また、私たち学

習者の反応を見て、理解しているかどうかを確かめながら、丁寧に授業を進めてくれた。

私たちが韓国語の指示を理解できていないときには、日本語を使ったり、英語や翻訳機を

使ったりしていた。私たちは、先生のジェスチャーと知っている単語から、先生の指示を

推測して理解することが出来た。 

 この経験から、私は直説法の２つのメリットを実感することが出来た。１つ目は、直説

法は学習者の喜びや自信を引き出すことが出来るいうことだ。実際に、直説法の授業を受

けて、先生の韓国語の指示が理解出来ていることに気が付いたとき、私は大きな喜びを感

じた。 

 ２つ目は、クラス内でお互いを助け合うようになるということだ。先生の指示がよく分

からなかった場合も、学生同士で確認し合うことが多かった。そして、その活動の繰り返

しが、朗らかで学習しやすいクラスの雰囲気を作っていった。 

 授業で直説法が効果を発揮出来たのは、教師の配慮があったからこそだろう。教師が学

習者の反応を丁寧に確認し、対話をしながら授業を進めていくことが、直説法において

も大切である。ここで学んだことは、後半の日本語教育実習においても重要であった。 

 韓国語授業の合間の体験型授業では、釜山外国語大学校の学生であるパートナーととも

に釜山の有名な観光地に行ったり、韓服や韓国料理体験を行ったりした。観光地に行くだ

けならば、旅行とほぼ同じであるが、パートナーが一緒であることに大きな意味があった

といえるだろう。韓国の文化や言葉に対するささいな疑問について、パートナーに気軽に

質問することができた。実際にパートナーとは、日本と韓国の文化の違いについてたくさ

ん話し合った。パートナーは日本語学部の学生であったため、日本と韓国の考え方、行動

の違いなどを教科書を通して学んでいた。そして、そのことに関して私たちに質問してく

ることがあった。私たちはその対話から、韓国と日本の違いを学ぶことが出来た。 

 文化の差から、すれ違いや争いが生まれる例がよく取り上げられるが、今回の研修で異

文化間葛藤が生じたことはなかった。私たちは、日本人と韓国人の間には違いがあるとい

うことを前提に交流することが出来た。そして、互いの違いについて話し合い、その違い

を「面白い」と思えるような文化交流が出来た。 後には、互いを友人として理解し合え
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るような関係になることが出来た。これは私にとって人生における宝になった。 

 

2．日本語教育実習 

 日本語教育実習は２週間あり、前半は授業見学、後半は教育実習を行った。この２週間

は、日本語教育についてこれまでで も真剣に考えた時間であった。そして、苦い思い出

も楽しい思い出も含めて忘れられないものとなった。 

 釜山外国語大学校では、Can-do に基づいて授業を行っている。Can-do とは、「～ができ

るようになる」という課題遂行能力を表しており、A1 から C2 までの６つのレベルに分か

れている。１学期間の授業の中で、レベルによって６〜12 個の「トピック」のもとで、そ

れぞれ「理解」「表現」「やりとり」の３つずつの Can-do を達成するための授業を行ってい

る。実際に Can-do に基づいた授業を見学したり実践したりしたことで、この方法は自由で

あり、大きな可能性を秘めていると感じた。その一方で、Can-do に基づいて授業を行うこ

との難しさも実感することが出来た。 

 Can-do の授業の特徴として、先生の個性が 大限に発揮できるというものがある。同じ

トピックを取り上げても、先生によって、扱う単語にも活動にも大きく差が出ていた。初

めの１週間で私は、できるだけたくさんの授業を見に行けるよう計画を立てた。全部で７

人の先生の授業を見学したが、授業にそれぞれの先生の個性が光っていた。パワーポイン

トやプリントで、イラストを効果的に使っている先生、休み時間に音楽を流す先生、文法

を分かりやすく教える先生、ジェスチャーをたくさん使う先生など、さまざまな方法を使

って日本語を効果的に教えていた。釜山外国語大学校では、複数の先生がさまざまなレベ

ルのクラスの授業を担当しており、先生を自由に選択することが出来る。そのため、レベ

ルを上げていく中で、多様な先生の教え方に触れ、学習者自身の興味を広げていくことが

出来るのが大きな魅力だと感じた。 

 どの先生も個性的な授業だったが、見学していく中で、どの先生にも共通していた点が

あることに気が付いた。それは、授業の合間に学習者に質問をし、それに答えてもらうと

いう活動があったということだ。この取り組みは、学習者の発話の機会を増やすことがで

きる。さらに、先生と学習者、そして学習者同士の関係を作り上げる役割をしていた。 

 授業見学と並行して、授業プリント、パワーポイント、教案づくりを行っていった。Can-

do に基づいた授業では、トピックだけが示されており、まっさらな何もない状態から、自

分の力だけで授業を組み立てていった。授業内で行う活動、授業内で教える単語、文法、

日本文化を自分で自由に決めることができた。これは、確かに自由で面白いが、とても難

しい作業だった。私は、できるだけ学習者と対話をし、楽しみながら活動を行うことを目

標に、授業の計画を立てていった。 

 授業計画を立てたあとも、指導教員との面談を通して、改善点を見つけていった。面談

では、自分の作った教案が、実際の教壇に立った時には、あいまいで不十分なものである

ことに気が付かされることが多かった。ここでは、特に印象的だった指導教員による指導

の一つを紹介したい。 

 教案には、授業内で行う活動の評価ポイントを書く欄がある。私は、音読活動の評価ポ

イントの欄に、「全員がきちんと音読しているか」と書いていた。指導教員はそれを見てま

ず、「きちんと」とはどのように音読することなのかと聞いた。私は「きちんと」という言

葉を安易に使い、その意味を深く考えていなかったため、すぐに答えることが出来なかっ

た。その後、「きちんと」とは、「大きな声ではっきり音読できていること」と答えたが、

さらに重ねて、「大きな声で音読できていない人がいたらどうするのか」と問われた。私は

そのとき、考えてもみなかったことを質問され、大いに戸惑ってしまった。そして、自分

の教案が具体性に欠けており、本当に教壇に立って授業をする自覚がまだ足りていないこ
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とに気が付かされた。 

 この経験から、学習者に活動をさせる際には、目的を明確に決めておくことが重要だと

いうことを学んだ。例えば、「音読する」という活動自体にも、「文章を理解するため」、「日

本語の発音練習のため」など、さまざまな目的がある。このような目的を事前に明確にし

ておくことが重要なのだ。この取り組みは、授業中に活動をやっていない学習者がいたと

きに役に立つ。この活動が日本語学習においてどうして効果的なのかを、学習者にその場

で適切に説明することができる。そして、納得してもらったうえで活動をしてもらうこと

ができるのだ。 

 この指導のあとからは、授業内での活動の目的を強く意識するようになった。そして、

目的に合わせて、学習者への目の向け方、指導方法を変えていかなければならないことに

気が付いた。 

 実際の教壇実習では、学習者と対話をし、楽しみながら活動を行うという目標を達成す

ることが出来た。授業の中で、日本と韓国のちがいについて積極的に質問をしたり、クラ

ス内を回りながら学習者自身の経験について質問をしたりと、たくさんの交流が出来た。 

 反省点は、活動を行うことばかりに集中し、クラス内に目を向けることがあまりできな

かったことである。教案でひとつひとつ考えた活動の目標も、授業を行っている際に、細

かいところまで意識することが出来なかった。教室内で学習者が目標を達成できているか

に目を向けつつ授業を進めていくためには、教壇での練習がもっと必要だと感じた。 

 

3．複言語・複文化プログラムについて 

 今回の実習で良かった点は、韓国を以前よりも近くに感じるようになったということで

ある。実習に行く前も、韓国ドラマや韓流アイドル、新大久保の存在など、韓国文化は身

近なところにあった。しかし、韓国が日本に対して反日感情を持っていることや政治問題

の影響から、韓国に対して心理的に遠いイメージを持っていた。しかし、今回の実習で、

私の韓国への心理的な距離は以前よりもずっと近くなった。 

 心理的距離が近くなった一番の要因は、人との関わりである。韓国語研修のパートナー

と、日本語教育実習のチューターとの出会いは、私にとってとても大切なものとなった。

これまで、私は外国人の友達と本音を語り合う機会がほとんどなかった。しかし、この実

習で出会った友人と、長期間深く関わったことで、心理的距離を感じない友達になること

ができた。外国人の友人が出来ることは私にとって初めての経験であった。お互い違う国

籍であっても、それを気にせずに、楽に話せる関係がとても居心地の良いことを知った。

このように友人になることができたのは、大学の授業以外の時間で、食事や遊びの時間を

たくさん共有したからだろう。これまで私は、大学内の留学生と授業内でしか関わったこ

とがなかった。しかし、長い時間を共にすれば、国籍の違いがあっても親しくなれること

が分かった。 

 一方で、日韓と東アジアの共生という観点では、このプログラムには限界があると感じ

た。それは、日本語が通用する守られた空間での韓国人との交流しかできなかったからで

ある。私の韓国語が初級レベルだったのに対し、釜山外国語大学校のスタッフや学生は

皆、日本語のレベルが高かった。韓国人が日本語を話してくれるということ自体に、常に

相手に合わせてもらっているという申し訳なさを感じた。また、相手の方が日本により興

味を持ってくれているのではないかといううしろめたさを感じることがあった。 

 例えば、９月７日に開かれた日韓学生フォーラムで、日本人と韓国人が両国の関係につ

いて本音で語り合う機会があった。フォーラムでの話し合いは、日本語で行われた。フォ

ーラムでは、私が韓国人の学生に伝えることができた情報量よりも、韓国人学生が私に伝

えてくれた情報の方が圧倒的に多かった。日本が韓国を占領した責任として、国がどのよ
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うなことを行ってきたのか、そのことに対する見解について、韓国の学生は自分の意見を

しっかりと持っていた。それに対し、私は明確な意見がないばかりか知識さえもあいまい

だった。 

 また、両国の敏感な問題について、話し合う言語が日本語ということにも違和感を覚え

た。韓国人だけが日本語を話すことができ、日本人が韓国語を話すことができないという

関係は対等ではない。なぜなら、言語を学ぶことは相手の文化を学ぶことであるからだ。

そして、自分が相手の言語を話せないということは、相手の言語という大切な文化を理解

できていないことになるからだ。今後日本と韓国の関係改善のために話し合いをするのな

らば、お互いがお互いの言語を対等に話せるようにするべきである。 

 しかし、私は、このプログラムに参加したことで、確かに韓国への理解を深め、もっと

韓国を知りたいと思うようになった。このことは、日韓共生という大きな目標に一歩近づ

けた証だといえるだろう。これは、大変意味のあることだと考える。 

 今後私は、このプログラムで学んだことを活かして、韓国語の勉強を続けていきたい。

さらに、慰安婦問題や竹島問題について、日本と韓国がどのような外交をしてきたのかに

ついて学んでいきたい。そして、いつかもう一度、日韓の関係について友人と語り合いた

いと願っている。 
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プログラムから得たもの 
 

1．韓国のことばと文化を学んで 

今回のプログラム参加中、今まで学んだことのある言語の学習と「違う」と感じること

が何度もあった。違いとして大きく感じたのは、学習へのモチベーションである。今まで

の他の言語学習と比べると、モチベーションの高さと内容に違いがあったように思う。 

 言語学習のモチベーションは、今までで一番高かったように思う。私は、言語を学ぶ際

は単語ノートを作成するようにしている。今回も作っていたのだが、前半の３週間のプロ

グラム中に 1000 語以上の単語を追加した。重複するものも多くあるが、短期間にここまで

単語を追加したのは今回が初めてであった。このように、モチベーションが高かったため

自主学習にも意欲的に取り組むことができた。加えて、生活の中での韓国語を学ぼうとす

るモチベーションが高かった。パートナーの学生に実際の場面でどのように言うのかを聞

き、それを会話場面で使おうとした。例えば、外食に行って、お店に入ったら肉の焼ける

香りがただよってくる。そんなときに言いたいのは、「いい匂い～」である。腰を下ろすと

すぐ、パートナーの学生にそれは韓国語で何と言うのかを聞く。そしてそれをメモする。

次に外食をしたときには、「いい匂い～」を韓国語で言うことができるようになっている。

このように、言いたいと思ったことをそう思ったときに聞き、覚えて使えるようにしてい

た。自主学習へのモチベーションだけであれば高校時代の英語学習の方が勝るかもしれな

いが、生活の中での言語学習のモチベーションの高さと合わせると、今回が一番だった。 

 では、このモチベーションの高さを生んだのは一体何だっただろうか。その鍵は、パー

トナー学生にあると考える。前半のプログラムでは、日本人４人程度のグループに対し韓

国人学生が１人ついた。私のグループについた学生は日本語専攻ではなかったが、将来日

本で働きたいと思い日本語を学習している学生だった。 

まず、パートナー学生のコミュニケーションを取ることへの熱意の大きさが挙げられる。

日本語があまり上手ではない学生がパートナーになると聞いていたが、彼女は思っていた

よりもずっと日本語が上手だと感じた。時には翻訳機を使いながらではあったが、日本語

を使って一生懸命私たちに話しかけてくれた。そのおかげで様々な話をすることができ、

韓国の文化についても彼女から多くのことを教わった。その上、彼女は私たちに対しとて

も親切だった。ある時は、部屋のエアコンの使い方がよく分からないと話した私たちのた

めに、わざわざ部屋まで来てくれた。それは皆で遊びに行った後で、時間は夜だった。彼

女は学校の寮で暮らしているわけではないのに、遠回りしてくれたのだった。このように、

日本語で一生懸命コミュニケーションを取り、私たちのことを理解しようとし、親身にな

って接してくれる彼女の誠意に応えたいと思った。そしてそのためには、韓国のことばと

文化を学んで彼女を理解しようとすることと、使う言語は何であれコミュニケーションを

積極的に取ろうとすることが必要であった。つまり、彼女の熱意が私の韓国語を勉強する

モチベーションを上げることに大きく貢献してくれたのである。 

パートナーとの対等な関係性の果たす役割も大きかった。この対等性により、今までで

一番外国人に質問をすることができたと感じている。日常会話の中での質問も含めると一

番ではないかもしれないが、言語や文化のことを今回ほど質問したことはなかったかもし

れない。今春、私はオーストラリアでの英語短期研修に参加し、一か月間のホームステイ

をした。しかし、私はホストマザーに対しそこまで質問をすることができなかった。言い

たいことを分かりやすく伝えるだけの英語力を私が持ち合わせていなかったということも

あるだろうが、常に英語を使ってコミュニケーションを取ることによる心理的負担も関係
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していると思う。ホストマザーはもちろん私のことを理解しようとしてくれたし、とても

親切だったが、外国語を使ってコミュニケーションを取るという点において、私の負担の

方が大きかったのではないだろうか。一方で、今回のプログラムでは、日本語を勉強する

韓国人である彼女と、韓国語を勉強する日本人である私、という対等な関係が出来上がっ

ていた。しかも彼女は日本語がそれほど堪能ではなく、私は韓国語が全然喋れなかった。

この点が、質問のしやすさに大きく貢献してくれたように思う。このように、互いにこと

ばや文化を学ぼうとする対等な関係性があったことが、韓国語学習のモチベーションを高

める上で大きかったのではないか。 

 結論として、今回のプログラムには言語学習のモチベーションが高いという大きな特徴

があった。この特徴が生まれたのは、パートナー学生のコミュニケーションを一生懸命取

ろうとする姿勢と、互いに言語や文化を学ぶ学習者としての対等性があったためであると

考える。 

 

2．日本語教育実習 

後半の日本語教育実習は非常に忙しかったが、学んだことも多かった。この２週間で学

んだことについて述べる。 

日本語を教えるのは、とても難しかった。まず、Can Do を達成することを目標として授

業を行うことのイメージがなかなかつかめなかった。事前学習として「日本語教師のため

の CEFR」を読んでいたので、CEFR や Can Do がどのようなものか、どんな風に授業を組

み立てていくのかは分かっていたつもりだった。しかし実習期間が始まると、それがどん

なに傲慢だったかを思い知った。本を読んで理解することと、実際に授業を組み立てるこ

とは全くの別物だった。３つのトピックのうちどれにするかを決めただけの状態で後半の

プログラムに臨んでしまったことを非常に後悔した。私は「自分と身近な人々」をトピッ

クとして選び、このトピックに沿った内容で読む・書く・聞く・話すの活動を入れようと

いう考え方で教案を作り始めた。しかも、具体的なものをあまり考えずにざっくりとした

教案だけ作っていたため、先生からも具体的なアドバイスをいただくことができなかった。

しかし、具体的な場面を設定し細かいものを作り始めたら、いくつも新しいアイデアが浮

かんできた。このことから、考えすぎるよりもまずやってみることの大切さを学んだ。抽

象的なものを抽象的にしか考えていなければ、イメージがつかめないのも当たり前である。

昔から、私は考えている時間が長く、動き始めるまでに時間がかかる。たしかに考えを深

める慎重さも大切ではあるが、動き始めてから気が付く事もある。これは今後の自分にと

って大きな学びであったと感じている。 

授業のイメージをつかんでからは、狙い通りのことを学生にしてもらうための導線づく

りに苦労した。例えば、あるテーマを提示してグループで話し合ってもらおうと思っても、

話し合いがいっこうに進まない場合がある。この状況を打破するためには、テーマを細分

化し話し合いやすくする工夫が必要である。先生からこのことについてアドバイスをいた

だいたため、導線を作った上で授業を組み立てたつもりだった。しかし実際に授業を行っ

てみると、自分の導線の甘さを痛感した。指示が分かりにくく何をするのか分かってもら

えていなかったり、質問の答えとして想定したものとは違った答えが返ってきたり、想定

外のことばかりが起こった。予想していなかったことに臨機応変に対応する力ももちろん

重要ではあるが、授業の準備をする段階でもっと気を付けねばならないことはたくさんあ

ったように思う。指示の仕方やことばの選び方ひとつで成果物が変わってくるため、教師

の責任の重さを感じた。相手に何かを伝えようとするとき、自分の言いたいことを相手に

くんでほしいと思うことは傲慢であると実感した。 

 自分の計画性のなさについても反省することが多かった。実際に授業で使う配布物や
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PPT を優先してつくったのは良かったが、説明の仕方についてはもっと時間をかけて考え

るべきであったと思っている。特に２日目の授業は反省すべき点が多い。２日目の授業で

は、メインとして扱いたかったのは場面３の活動だった。しかし、 後の活動であるグル

ープワークがメインであるような扱いになってしまった。そのため、Can Do の達成度合が

下がってしまったと感じている。１コマ目の授業を計画した時間通りに進められなかった

ということもあるが、どうやって説明し、どのようなことをしてもらえば Can Do が達成

できるのかということに対する考えが甘かった。授業準備には時間が無かったが、時間が

無いなりに、優先順位を付けて作業に当たることはできたはずである。よりよい成果を生

むためにどんな順番で物事に取り組むべきか考えることの重要性を改めて感じた。 

 

3．複言語・複文化プログラムについて 

今回のプログラムの長所についてまずは述べる。第一に、文化理解を促進するプログラ

ムであったということだ。前半の韓国語学習が文化理解につながるのは言うまでも無いが、

後半の日本語教育実習も文化理解になっていた。言語に関わらず、何かを教えるためには、

教える相手のことを理解しようとする態度が必須である。さらに、教える内容が母語であ

る日本語であったため、自文化や言語に対する理解も深まったように思う。さらに、パー

トナー学生やチューターが距離の近い友人になったことで、相手を理解したいという気持

ちに自然となったと感じている。 

第二に、言語観についてもよい影響をもたらしてくれた。今回のプログラムを通じて、

ことばとコミュニケーションが切り離せないものであることを再認識した。プログラム中、

韓国語が通じないと分かった上で親切に話しかけてくれる韓国人に何人も出会い、そして

助けてもらった。彼らと接する中で気がついたのは、「伝えよう」という気持ちが一番大事

なのではないかということである。私は英語で話すことに苦手意識がある。すらっと言い

たいことが出てこないから苦手なのだと思っていたが、そもそも、それを言い訳にして会

話を避けたいと思う気持ちがあったような気がする。文法が間違っていても何でも、伝え

ようという気持ちさえあれば案外何とかなるものだと感じた。しかし一方で、ことばが「で

きる」というのは会話ができるということだけではないことにも気づかされた。一週目の

授業で学生のレベルチェックをさせていただいた時、たくさん話す人＝日本語の能力が高

い人であると思ってしまった。しかし、同じくレベルの判断材料である自己紹介シートを

見ると、たくさん話していたのに全然書けていない人も複数いた。また、聞いたことに対

してあまり答えてはくれなかったが、リスニング能力が高く、こちらの言うことを正確に

理解している人がいることにも授業中気がついた。たくさん話す人は日本語が上手だと思

ったのは、私が外国語での会話に対し苦手意識を抱いているせいもあったろう。しかし、

言語能力はもちろん会話だけではない。自分の尺度だけで他者を判断することの危険性や

自分の常識を疑うことの重要性を感じた機会でもあった。 

第三に、フォーラムでの対等性である。１でパートナー学生との関係が対等だったこと

で質問がしやすかったと述べたが、同じことがフォーラムにもあてはまると感じた。韓国

人学生と政治や歴史問題について話す機会はこれまでにもあったが、ここまで領土問題に

ついてつっこんだ質問ができたのは初めてだった。日本語を使うという点ではやはり韓国

人学生達にかかる負担の方が大きいかもしれないが、韓国に日本人が来て対面で話すこと

により、日本に行ったりテレビ会話を通じて話したりするときよりは負担が軽減され、互

いに対等な関係に近づいたのではないだろうか。そしてそれを感じたからこそ、私も質問

がしやすかったのだと思う。日本で日本語を使い政治問題についての深い話をすることは、

自分がとても攻撃的なことをしているような気になり気が引けてしまう。この点で、お互

いにとって今回の環境はよいものであったと思う。 
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しかしながら、東アジアが共に生きることへつなげるには、いささか不足であったよう

に感じている。たしかに、プログラムを通じて韓国や韓国人のことが好きになった。韓国

への理解において、十分に効果はあったと思う。だが、これでは個人レベルの理解に留ま

ってしまうのではないだろうか。フォーラムでの話し合いの中で、自分も相手も政治や歴

史についての知識が足りないと思う場面が何度かあった。例えば、私は自衛隊について質

問されたが、それに対して満足な答えや意見を言うことができなかった。自衛隊について

それほど知らず、あまり考えたことがなかったためである。話し合うためには自分も意見

を持つ必要があり、意見を持つためには知識がなければならない。事前に政治や歴史につ

いてもっと勉強しておけば、より深い話ができたと感じている。相手の話を聞いてそれを

そのまま受け入れるだけでは話し合いとは言わない。自分の持っている見解と照らし合わ

せて初めて、より深く理解し合えるのではないだろうか。政治問題を気にせずに韓国人と

仲良くすることはもちろんできるだろう。だが、両国の間には政治や歴史の問題が依然と

して横たわっており、それを気にする人がいることもまた事実であると思われる。これが

互いの国に抱く感情を悪くする要因になっているのであれば、その部分を理解しようとす

ることが必要ではないか。そして、この部分を理解し合うことで、より多くの人に考えを

広め、東アジアが共に生きる未来へとつなげていけるのではないだろうか。 

前半のプログラムが終わった後ソウルへ旅行に行き、板門店ツアーに参加した。その際、

日本語ペラペラの韓国人ガイドさんが 後にこんな話をしてくれた。「〇〇だから好き」と

いうのは前提条件が崩れると成立しないが、「〇〇だけど好き」であれば、いかなる欠点を

相手が持っていようとも、好きという気持ちが変わることは無い。日本と韓国にもぜひこ

ういう関係になって欲しいのだと。この話を聞いて、「〇〇だけど好き」は家族のような関

係性であると感じた。多少口うるさくても、家族が好きという気持ちは揺るがない。この

家族のような関係に東アジアがなれたのなら、「共に生きる」という目的を果たしたことに

なるのではないだろうか。東アジアに帰属意識が芽生えるほど自身のアイデンティティが

変化したのかどうかは正直なところよく分からない。だが、韓国が好きだと思うようにな

ったことはたしかである。近いうちにまた韓国に行きたいと思っているし、韓国語も日常

会話が問題なくできるくらいにはなりたいと思っている。何より、韓国人ともっと分かり

合いたいと思っている。「〇〇だけど」の〇〇には独島に対する考え方の違いや慰安婦関連

の対応が入るだろう。これらについての知識はまだまだ足りないが、今後テレビで韓国に

批判的なニュースを見たりしても、韓国のことを好きだと言えるような気がしている。そ

して、そう自信を持って言えるように、もっと韓国のことを理解したいと思うのだ。今回

のプログラムを通じて、アイデンティティの変化とまではいかなくても「〇〇だけど好き」

と胸を張って言えるようになりたい相手に韓国がなったことは間違いない。 
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複言語・複文化プログラムを終えて 
 

1．韓国のことばと文化を学んで 

 私はこの複言語・複文化プログラムへの参加が決定するまで韓国語を学んだことがな

く、韓国語の知識が乏しかったため、基礎から勉強することとなった。韓国語研修で受け

た授業は、Can-do を取り入れて場面ごとに単語・文法を学ぶ。先生は韓国語をメインに

使用し、授業中は口に出したり、学生同士で行うタスクが多かった。 

 私がこの授業で良かったと思う点は、韓国語で場面ごとに学習できた点である。場面は

自己紹介、お店での注文、時間など頻度の高いものが多く、街に出てすぐに使用すること

ができた。そのため新しい項目を学ぶたびに韓国語を話せる機会が増え、それがとても楽

しかった。また、これまでの私の学習方法では頭の中で文法を組み立てながら話すことが

多かったため、発音が悪く相手に伝わりづらいものになっていると感じていた。しかし、

ボディランゲージを多用し発言する機会も多くあった日本語を介さない授業のおかげで、

韓国語をフレーズ・音として覚えることができた。現地の人と話す時に頭の中で日本語を

媒介していないと気付いたとき、学んだことがしっかりと身に着いたことを実感できた。

また、音で覚えるという点に関して、６週間も釜山で生活をしていたので、自然と駅のア

ナウンスを覚えた。それをパートナーに言ってみると、私自身は訳を全く知らないのに、

パートナーには通じる、ということがあった。言語の根本は「音」なのだなと感じさせる

面白い発見であった。 

 文化に関しては、日本と小さな違いは様々あるものの、あまりストレスは感じなかっ

た。しいて言うなら私は辛いものが得意ではないので、何を食べても基本的に辛い韓国の

食事は楽ではなかった。コンビニで売っているカップラーメンがほとんど辛いことが一番

驚いた。その他の食事でのマナーや電車の乗り方など日常生活のところどころにある日本

と韓国との違いは、自分で発見したものもあれば、パートナーと教え合いながら学んだも

のもあり、それほど不自由を感じることもなく楽しく生活できた。 

 このプログラムではたくさんの文化体験が用意されており、韓国の文化を深く知る良い

機会となった。同じ授業を受けていた他大学の学生は、K-pop が好き、アイドルが好きな

子が多く、それらをあまり知らなかった私は韓国に対する愛が足りていないなと感じてい

た。しかし、文化体験で韓国文化に触れたことで、これまであまり興味がなかった文化へ

新しい興味が沸いた。 

 また一つ印象に残っていることがある。私は前半の韓国語・韓国文化研修と後半の日本

語教育実習の間の期間にソウルへ行ったのだが、ソウルに行く前、「釜山は田舎だから人

が温かいけど、ソウルは都会だから日本人という理由で冷たい言葉をかけられるかもしれ

ない」と言われた。しかしいざ行ってみると、単に韓国語が分からなかったという可能性

もあるが、接し方や表情からはそんなマイナスな感情は受け取れなかった。むしろ「日本

人ですか？」と韓国語、日本語で話しかけられることが度々あり、とても好印象だった。

見聞きした印象と実際に経験したことのギャップがとても大きく、この経験から、やはり

実際にそこの人と接してみないと分からないことがたくさんあるのだと実感した。 

 

2．日本語教育実習 

 後半の日本語実習が始まる前、学生とうまくコミュニケーションを取れるか、本当に授

業を出来るのかと不安ばかりだった。しかしいざ準備を始めてみると、指導教員の方が一

緒になって悩み、アドバイスをくれ、モチベーションを高めながら作業を進めることがで
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きた。 

 釜山外国語大学校が導入している Can-do の授業は、始めにゴールを設定して、それに

必要な要素を学生が学べるように授業を組み立てていく。そのため、文法、単語が先に来

る日本の教育方法とは異なり、必要な文法・語彙を必要な場面で必要な分だけ学ぶ Can-

do の授業は、どの文法・語彙をどれくらい導入するかなど悩む所が多かった。しかし、

前半で Can-do の韓国語研修を受けていたため、自分が学ぶ側だったらどんな場面を設定

して欲しいか、どんなことをできるようになりたいかを考えることができ、比較的スムー

ズに授業を組み立てることが出来た。しかし、準備を念入りにしたからと言って必ずしも

授業が成功するとは限らない。例えば、学生の反応はクラスによって違うし、学生の発言

をどれだけ拾えるか、間違いをどのようにして指摘するかなど、実践でしかわからないこ

とがたくさんあった。私の担当した A2 レベルのクラスは、A2 といってもかなり能力的に

個人差があったため、その差をどれだけ出さないように授業を進められるかが重要なポイ

ントとなった。授業は大きな失敗もなく、比較的計画通りに進み全体的に上手く行ったよ

うに思えた。しかし、発言数に差が出たり、出来ない子が遅れをとるなど、学習者の能力

差を感じさせない授業という点に関していえば、成功とはいえないと反省している。この

ように、実際に学生と対峙した時に、反応を見ながらどれだけうまく授業をコントロール

するかも教師の資質として重要だと感じた。 

 またもう一つ、準備期間に指導してくださった先生と一緒に学生へインタビューをする

機会があったのだが、YouTube を見て日本語を勉強した、という学生が少なからずいた。

その子たちは比較的話すのが得意な子が多かった。日本の教育法は良くない、だからなか

なか話せるようにならない、という意見を時々耳にするが、韓国では逆に読み書きが苦手

な学生が多いようだった。そもそも国がどのような能力を伸ばすことに重点を置いている

かが違うため、学生の得意不得意も異なる。話す能力を伸ばしたいのなら、日本の教育方

法を非難するばかりではなく、現在は YouTube などインターネットで利用できるツールが

たくさんあるのだから、そういったものを積極的に使って行けば良いのだなと思った。 

 以上の様に、日本語教育実習では教科書を読んだだけではわからない、現場で発生する

問題やその対処法などを学ぶことができ、日本語教師がどういうものなのかを身をもって

経験することができた。それと共に、日常生活やこれからの自分の物事に対する姿勢な

ど、日本語教育に限らない部分も学ぶことができた。私は実習の 後の方に指導してくだ

さった先生から、「内省がきちっと出来るのがとても良いところだ」と言っていただい

た。とても嬉しく自信になったとともに、これまで自分ではわからなかった長所が発見で

きたのも大きな成果だった。このことを大切にして今後も様々なことに挑戦していきた

い。 

 

3．複言語・複文化プログラムについて 

 この複言語・複文化プログラムの良かった点は、言語を学ぶ立場と教える立場を同時に

経験できる点である。ことばを教える、というとどうしても自分が優位に立っているよう

な、相手を下に見るような側面が少なからずあると思う。しかし、前半で韓国語を学んで

いたことで、相手の立場を理解し、学び合い、尊重し合う姿勢を持って接することができ

た。 

 またその他の良かった点は、日韓学生フォーラムに参加できた点である。私自身、以前

は政治問題に疎く、そこまで熱く語れるほどの知識と考えを持ち合わせていなかった。ニ

ュースなどでよく報道は目にするが、まるで余所で起こっていることにように感じてしま

う部分があったように思う。しかしこのフォーラムに参加したことで政治問題への関心も

高まり、他人事ではなく自分自身の問題として考えられるようになった。理由としては第
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一に、フォーラムに参加するのなら何も知らない状態では相手に失礼だろう、とある程度

の概要を調べたりして知識を増やそうしたからである。第二にフォーラムでディスカッシ

ョンをした韓国の学生の熱量が想った以上に大きく、直接ディスカッションをしたこと

で、物事を深く考え自分の意見を持つことの重要性を認識できたからである。その他、印

象に残っていることとして、韓国の軍隊について詳しく話を聞くことが出来たことが挙げ

られる。私の地元には米軍基地があり、元々軍隊などに少し興味を持っていた。私がディ

スカッションを共にした学生の中に、軍隊を経験した学生がおり、軍隊の訓練がどれだけ

厳しいか、軍隊には二度と行きたくないと思っている人が大半だ、など生の声を聞くこと

ができた。反対に、私の身近にある米軍基地、自衛隊をどう思っているかなどを韓国の学

生に話したりして、双方が理解し合おうとしている空気がとても心地よく感じた。このよ

うに日本にいては知ることのできない韓国の実情や、韓国の学生が日本についてどう思っ

ているのか、またメディアではどのような報道がされ、学校ではどのような教育を受けて

いるのかを具体的に聞く事ができたと同時に、互いを理解して尊重し合う重要性も実感で

き、日韓学生フォーラムはとても有意義な時間となった。 

 反対に良くなかった点としては、日本人学生と接する韓国人のほとんどが日本が好き、

という点である。前半の韓国語・韓国文化研修でも、後半の日本語教育実習でも、私たち

と関わりのあった学生は日本語を進んで学習している学生であるし、日本語を専攻もしく

は副専攻で学んでいる学生ばかりだった。日韓学生フォーラムの中で、韓国の中には若い

世代であっても反日感情を持つ人もいる、という話を聞いた。そういった人の意見を聞く

事こそが日韓の関係を良くするためには重要であり、もっと反日感情を持つ学生との対話

が必要だった。今回参加した私たち日本人学生は全員韓国語が話せないため、日本語が話

せる学生としか対話ができなかった。そう考えると、地球人としての意識を高め、グルー

バルな視点での友好を築くには、言語能力がかなり重要な要素であると感じた。 

 もう一つは、パートナーと過ごす時間が短かった点である。これは去年のプログラム参

加者も言っていたようだが、今年も同じように実習生は日本語教育実習の準備に追われ、

特に後半のパートナーとうまく時間を作ることができなかった。またそれに付随して、後

半のパートナーと政治的な問題を話すタイミングもあまりなかった。事前授業の段階で、

後半のパートナーには政治的な話もしてもらうよう頼んでおいたという話があったが、そ

もそも時間があまりなかったということと、言語的な問題でそこまで深い話ができそうに

なかったという点から、日韓学生フォーラム以外の時間で密な話ができなかったのが残念

だった。他大学の学生も含め、日本語教育実習に参加している学生がより良い授業を作り

たいと時間を目一杯使って準備をするのは当然のことである。そこで改善策として、学校

側が企画までする必要はないけれども、この時間はパートナーと交流しよう、という時間

を指定するのが良いのではないかと思う。実習中は実習生の忙しさに、パートナーが声を

かけづらくなっているのを感じた。そこで、時間を指定することで、実習生がこの時間く

らいはパートナーとの楽しい時間を満喫しよう、と切り替える機会を作ると良いのではな

いかと思う。 

 この複言語・複文化プログラムに参加するにあたって、私には生の韓国を知り、それを

まわりの人に広めて少しでも嫌韓感情をなくしたい、という目標があった。今回６週間と

いう長い期間韓国に滞在したことで、メディアを通してはわからない韓国の文化や現地の

人々の様子、考え方などを深く知ることが出来たように思う。今までは説得力のなかった

主張も、これからはこの経験を踏まえ、自信を持って韓国について話せるようになると確

信している。もちろん政治的な面などわだかまりは消えないが、嫌韓感情をもつ人々に少

しでも良さを伝えていきたい。 

 後に、この複言語・複文化プログラムを通じて日韓・東アジアの共生のため若者とし
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て何ができるか、ということを考えてみた。結論としては、できるだけ多くの人に興味を

持ってもらうことが大切なのではないかと思う。例えば、そもそも日本、韓国に興味・関

心がない人はこのようなプログラムには参加しないし、ましてや日韓学生フォーラムのよ

うなお互いの意見を生で聞ける機会を利用することもない。実際の経験に勝るものはない

が、その経験をするには自らの決断で飛び込む必要がある。またいくら他人が呼びかけた

ところで、少しでも興味がなければ振り向きもしない。興味・関心が不可欠である。近年

ではインターネットが大きな影響を及ぼし、言語・文化が一瞬で行き来する。そこでそう

いった身近なものを利用して周囲の人々の関心を世界へ広げていくのが、日韓・東アジア

の共生のため、私たちでも出来る初めの一歩なのではないかと思う。 
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韓国での実習を終えて 
 

1．韓国のことばと文化を学んで 

釜山外国語大学校で韓国語の授業を受け、多岐にわたるプログラムで韓国の文化を学ぶ

中で、日本と韓国の共通点と相違点を強く意識した。 

まず、韓国語の構造と語彙、発音に日本語との類似性を感じた。両言語とも SOV 形で一

つの文を構成し、概ね同じような「てにをは」が存在する。語彙においては、寄宿舎や寮

を意味する「기숙사」など、発音から漢字を連想させ、意味を類推できるものが多く見ら

れた。個人的な印象ではあるが、漢語の発音において、韓国語は中国語により近く、日本

語と中国語の中間地点という感じがした。 

発音総体としては、韓国語は「なんとなく分かる気がする」という感覚があり、語弊を

恐れずに言えば、地方に住む年配の方の、訛りの強い方言を聞く感覚に類似していた。ま

た、韓国語のクラスでは九州出身の学生が多かったが、彼らのアクセントが、韓国語のそ

れに、標準語よりも近かったのが印象的だった。これらの点を踏まえても、韓国語をもう

少し勉強しておけば１ヶ月超の釜山滞在をさらに有意義なものにできたのではないか、と

後悔が残る。 

次に、食と上下関係、学歴の評価において日本文化との相違点があった。韓国料理はキ

ムチやコチュジャンなどの辛いものや、サムゲタンやチゲなどの鍋を使ったスープなどと

にかく体を温める食べ物が多く、また漬物などの保存食が豊富であることから、冬季にお

ける気候の厳しさを窺わせた。テーブルマナーにおいても、日本では器を持って食べるの

に対し、韓国では器を持たずに食べるなどの違いが見られた。 

また、上下関係においては、ほとんどの場面において年上を上位とすることが徹底され

ていた。言語において年上、年下で呼称が明確に区別され、敬語が発達しているほか、韓

国人学生の話を聞いていても、 も身近な年長者としての親の意思を絶対視している節が

あった。ただし、若い世代においては、カップラーメンを持って食べるのはセーフなど

様々な例外が生まれつつあるようだった。 

学歴に関しては、現在の日本より遥かに、社会的地位と直結しているという印象を受け

た。韓国の受験戦争の厳しさは日本にも知られているが、韓国人学生の多くが実際に高校

時代を勉強だけに捧げており、またそれが当たり前であるという風潮が見られた。一部の

学生は、英語の代わりに日本語を選択して受験したり、韓国での就職に見切りをつけて日

本企業で就活したりと、王道の学歴社会からの抜け道として日本に興味を持っているよう

だった。 

 

2．日本語教育実習 

日本語教育実習では自己紹介をテーマに授業をした。その中で、一定の前提や文脈が存

在しない場において、自分の立場を自分の中で位置づけ、それを外に対し説明していくこ

との難しさを感じた。日本では「私はお茶の水女子大学の学生です」と言うだけで済んで

しまう。 

 一方、釜山では、私は変わらずお茶の水女子大学の学生であるが、日本人であり、日本

語教育に興味があり、教育実習生であり、先生である、という立場を明確に表明していく

必要があった。そうした立場を表明しなければ、得体のしれない何かとして、他人からの

信用は得られないことに授業をしていく中で気づいた。 

これは外国に住む外国人との交流に限った話ではないと思うが、日本人相手ではすでに
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様々な前提が共有されており、あとは会話する中で人となりを察する、という一種の甘え

が可能であるため、こうした経験は新鮮だった。 

 また、自分の立場をどのように表明するか、という点も深く考えさせられた。具体的に

は、どのようにすれば私が先生であることを学生が腑に落ちるか、ということである。実

際に授業をする前は、教壇に立って日本語の語彙や文法を説明すれば先生であると思って

いた。また、授業の内容が面白く、わかりやすければいいと思っていた。しかし、１回目

の授業での学生の微妙な反応を見て、それだけでは授業としては不十分であり、ただの

100 分間のプレゼンテーションになっていたことに気付いた。つまり、私は先生になりき

れていなかったことに気付いた。学生にとっての先生とは、個々の学生が分からないこと

を教えてくれる存在であり、学生の立場にも立てる存在ではないか、と思い直し、２回目

の授業にはこの反省を生かして臨んだ。１回目の授業の学生の反応を受けて復習をした

り、一人一人のプリントの解答状況を確認して回ったりと、私としては概ね満足のいく結

果となった。 

今回の教育実習で、お茶大生や名古屋外大、京都外大の学生も含め、多くの学生が真剣

に学習している様を間近に見ることができて大変刺激になった。準備段階に集中すること

で余裕のあるスケジューリングをしたり、毎日同じ時間に同じカフェで作業したり、友人

同士で会話することで緊張感を適度に調節したりと、人によって物事への取り組み方が異

なっていた。人の優秀さには様々な形があり、特にお茶大生は普段の大学の授業では見ら

れない一面を見ることができて印象的だった。 

 

3．複言語・複文化プログラムについて 

まず、本プログラムの長所は、異国としての韓国で少数派の日本人として生活する中

で、より謙虚に切実にその言語と文化を吸収できることと、またそれを通して新たなアイ

デンティティを感じる体験ができることである。 

もちろん、日本においても韓国語の学習や韓国の文化に親しむことは十分可能である。

しかし、日本では日本語が通じるため、それらの習得が生活していくために差し迫って必

要な事態は発生しない。生活していく上で身につけなければならない言語や文化として、

駅の案内掲示板や飲食店のメニューの読み方、その他店員の受け答えなどが例として挙げ

られる。これらは韓国人に囲まれた、韓国語以外の言語が通用しない場面において、ある

意味で萎縮し、緊張感を持つことによって、より自然な形で習得することができるのでは

ないかと推察する。 

ここでいう、より自然な形での韓国語および文化の習得は、文型や言い回しなどの暗記

より、新たなアイデンティティの形成に近いのではないかと考える。なぜなら、韓国語お

よび文化の習得は、多くの場合韓国人とのコミュニケーションの円滑化を目標とするが、

それは知識によってではなく、感覚によって可能になると推察するからである。 

私は前半と後半の研修の間、たまたまではあるが日本で過ごした１週間で、帰国したと

いう実感を持つことができなかった。釜山大の街より、渋谷や新宿に強い異国感を感じる

ようになっていた。これは、前半の研修の３週間で自分なりに韓国に適応した結果、対韓

国アイデンティティが形成されたからではないかと考えている。対韓国アイデンティティ

とは、自分を日本人というより、韓国で生活する者として位置づけ、言語や文化的な風習

を韓国に合わせたものである。もともと私に存在していたアイデンティティは、その新し

いアイデンティティと共存はするが、その分だけ小さくなるため、一時帰国の際に母国で

ある日本に対して違和感を抱いたのではないだろうか。 

推察の域を出ないが、外国語の習得や文化への適応は、アイデンティティに結びついた

感覚的なものであり、実際に現地で生活してみなければ理解し得ないため、今回のプログ
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ラムは貴重な機会となった。 

続いて、本プログラムの限界は、釜山外国語大学校の学生の日本への前向きな理解や日

本語でのコミュニケーション能力に依存していることであると考える。一般的に、日韓関

係は歴史的に良好とは言えず、互いに反発しあっていると言われる。しかし、今回の実習

では反日感情を目の当たりにすることはなかった。これは日本との貿易の窓口の一つとな

ってきた釜山という街の、外国語大学の日本語学部という特殊性が可能にしたことであ

り、当たり前のことではないと受け止めている。また、チューターの学生や授業を受け持

った学生の日本語と、日本人学生の韓国語運用能力に大きなギャップがあった。 

しかし、反日感情の強い韓国人を対象にすると日本語を教えることはおろかコミュニケ

ーションをすることも難しく、また大学で韓国語を専攻し、韓国語に堪能な日本人学生

が、必ずしも日本語を教えられるとは限らない。 

そこで、日本の大学で韓国人学生が日本人学生を対象に韓国語を教えるプログラムの実

施を提案したい。教育実習という形にするのが望ましいが、参加する韓国人学生の幅を広

げるため、言語に関しては簡単な韓国語教室を開催することにし、文化に関しては日本人

学生と日本文化を体験する、というものにする。これは、私のチューターを担当した学生

が実際にやってみたいと言っていたもので、実現すればより日韓の相互理解が深まるので

はないかと推察する。 
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複言語・複文化プログラムを終えて 
 

1．韓国のことばと文化を学んで 

 私が韓国語の勉強を始めたのは今年の４月からだった。やっとハングルが読めるように

なったくらいのレベルだったため、この研修に参加する上で、言葉の問題は不安が大きか

った。しかし、実際に行ってみると、研修の始めにレベルテストがあり、自分のレベルに

あった韓国語の授業を受けられるようになっていたため安心した。授業では、日本語を話

せる先生もいらっしゃれば、話せない先生もいらっしゃって、先生によって教える際の言

語は異なっていた。日本語が話せない先生の授業の時には、話の流れや先生の表情、ジェ

スチャーから意味を推測することが多かった。時には携帯の辞書機能を使って言葉の意味

を教えてくださることもあった。日本語を話せる先生でも、 初は日本語を使って説明を

する割合が大きかったが、次第に韓国語で説明をすることの方が多くなっていったように

感じられた。私は今まで外国語を習った時に、特に基礎的なことは間接法でしか習ったこ

とがなく、直接法で習うのは初めてだった。直接法では、なんとなく大まかなことは理解

することができても、細かいことまで理解するのは難しく、同じクラスの中でもわかって

いる学生もいれば、そうではない学生もいて、個人個人によってどれくらい理解できるの

かに差が出てしまうというのは、外国語を直接法で学ぶ際のデメリットともいえるのでは

ないかと思った。授業では、自己紹介やお店での注文の仕方など、実際に韓国で生活する

上で必要な表現を主に学び、習った表現を街で買い物をするときや韓国の方と会話をする

時にすぐに使うことができてよかった。はじめは、街中や地下鉄の中で耳にする韓国語が

ただの雑音でしかなかったのだが、研修を受けていくにつれて、聞き取れたり理解できた

りするものが増えていき、ほんの少しではあるが韓国に着いた時よりも自分の韓国語能力

が成長したことを感じることもできた。これは現地で学び、現地で生活していたからこそ

感じられたものだったのではないだろうか。 

 韓国語の授業以外にも文化体験や釜山市内の観光、韓国人学生のパートナーとの交流も

多くあった。観光やパートナーとの交流では、ガイドブックには載っていないような、現

地の人だからこそ知っているようなところへもいくことができてとても楽しかった。しか

し、釜山外大の研修担当の先生も、グループのパートナーも日本語がペラペラで、ほとん

ど日本語を使って会話をしてしまったのは反省すべきだと考える。私たち日本人学生の韓

国語能力がそもそも乏しかったということもあったが、もう少し韓国語でコミュニケーシ

ョンをはかろうという意識を持つべきだったと感じている。 

 韓国に行くのは今回が初めてで、研修に参加するまではテレビで見た韓国というものし

か知らず、その中には日本に対してあまり良くない感情を抱いている人もいるとうネガテ

ィブなイメージも含まれていた。しかし、この研修中にそのような人に出会うことはな

く、日本人であるということを伝えると若い人から年配の方まで、知っている日本語を使

って話そうとしてくださったり、日本に行ったことがあるという話を聞かせてくださった

りと、とても温かく接してもらうことが多かった。韓国に行く前までは、あまりこのよう

なことを想像していなかったため、とても嬉しかったし、むしろ日本人の方が、外国から

来た方々に対する態度が冷たいのではないかとさえ感じることもあった。 

 日本と韓国はとても近い場所にあるにもかかわらず、人との接し方や食事のマナー、街

の雰囲気など様々な部分で違いが見受けられた。この韓国語研修を通して、良い意味で日

本の良い部分・良くない部分、韓国の良い部分・良くない部分に気づくことができたので

はないかと考える。  
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2．日本語教育実習 

 日本語教育実習は、６週間の複言語・複文化プログラムの中で、一番不安に感じていた

ものだった。なぜなら、これまでに誰かに何かを教えるという経験をしたことがなかった

ことに加え、日本語教育を副専攻にしているわけではなく、日本語教育についての知識も

ほとんどなかったからである。 

 初の１週目は、釜山外大の先生方の授業を見学した。担当の先生だけでなく、他の先

生の他のレベルの授業を見学し、先生やクラスのレベルによって授業の進め方や雰囲気、

話すスピード、日本語と韓国語を用いる割合が全く異なるのだということに気づかされ

た。今まで、授業は生徒や学生目線でしか見たことがなかったため、自分が授業をする身

であるということを意識しながら授業を聞くことは、先ほど述べたような普段は気にもし

ないようなことにも気づくことができてとても新鮮で興味深かった。しかし、授業見学の

期間はオリエンテーションが主であったことや教案作りに追われてしまったことで時間の

余裕がなくなっていき、実際の授業を見学する機会が少なくなってしまったのは少し残念

だった。 

 授業見学をする一方で教案作りも同時に進めていた。私は韓国語研修が終わったあとす

ぐに、指導担当の先生と面談をして、大まかな授業の流れは日本語教育実習が始まる前に

はなんとなく考えていた。しかし、実際に自分が担当するクラスの授業や先生方が授業を

される様子を見学する中で、なぜ、なんのためにこの活動を行う必要があるのかというこ

とを考えた上で教案作りをできていなかったことに気づき、何度も考え直して修正し、先

生と面談をしてまた修正をするというのを繰り返した。なかなか良いアイディアが浮かば

ずに、夜遅くまで作業をすることもあったが、教案が完成した時には達成感も感じられ

た。事前学習で can-do のことはわかったというような気がしていたが、それはただわか

ったつもりになっていただけだったのだと、実際に教案作りをする中で強く感じた。ま

た、教案を作る時には自分がその授業を受ける学生だったらどう感じるのかということを

考えながら作るというのが大切であることを学んだ。 

 ２週目からは教壇実習が始まった。私は指導担当の先生が同じ、他の実習生の教壇実習

を見学した後に自分の実習を行った。他の実習生の授業を見学していた時には、実習生の

様子や授業を聞いている学生の様子がよく見えていたのに、自分が実習を行う立場になる

と、授業を進めることで頭がいっぱいになり、周りが見えなくなってしまうことに気づい

た。１日目の教壇実習が終わったあと、ホッとしたのも束の間で、指導担当の先生や森山

先生からたくさんのフィードバックをいただいた。その中でも、声の大きさを上げること

や声に表情をつけることが２回目の実習の一番の課題になった。その時に、指導担当の先

生から言われた、学生の授業に対する態度は、先生の声の大きさや表情、雰囲気などに大

きく影響されるという言葉が心に残った。２回目の授業は、１回目の時よりも準備時間に

余裕がなく、直前まで授業の流れを確認することに追われ、不安や緊張も大きかった。し

かし、１回目よりも授業の雰囲気が良くなっているように授業をしながらでも感じられ、

落ち着いて授業を行うことができたのは良かった。学生に助けられることも多くあり、授

業は先生だけで行うものではないのかもしれないとも感じた。しかし、良かったことばか

りではなく、1 回目の授業後に、先生と話した声の大きさや表情はうまく改善することが

できなかった。実習中はやはり、授業を進めることに集中しがちになってしまったことが

原因だった。たった２回の実習で、全てを改善することは難しいと言われたが、これは日

本語教育だけでなく、普段の生活にも通じることだと言えるため、今後の生活でも心がけ

る必要があると感じた。 

 ２週間の実習は初めてのことばかりで大変なことも多く、辛いと感じることもあった

が、指導担当の先生が熱心に指導してくださったことや他の実習生が作業をしている姿を
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見て刺激を受けたこと、韓国人のチューターが励ましてくれたことなど、多くの支えがあ

ってやり遂げることができた。２週間、授業と真剣に向き合っただけでなく、自分自身の

性格などへの課題も見つけられた。実習が終わった後には、達成感を強く感じられ、とて

も貴重で有意義な経験をすることができた。 

 

3．複言語・複文化プログラムについて 

 ６週間の複言語・複文化プログラムを通して、自分の目で実際の韓国や韓国文化に触れ

ることができ、韓国文化に対する理解が深まったと感じる。このプログラムに参加するま

で、私は韓国に行ったこともなければ、韓国人の知り合いがいたわけでもなかったため、

韓国に関する情報というのは全てテレビや新聞などのメディアから得るものに基づいてい

た。実際に韓国で生活をし、韓国の学生と色々な話をしたり、どこかに出かけたりする中

で、日本にいてメディアからだけでは得られない韓国の文化や韓国の人の考え方などを知

ることができた。さらに、今回は中国からの大学院生も一緒に参加し、３カ国の学生同士

でお互いの国について話す機会も多く、中国のことについても様々なことを知ることがで

きた。同じ東アジアの国といえども、似ているところもあれば、異なる部分もあり、自分

の中で東アジアに対する視点を日本中心だったものから、少し広げることができたと感じ

る。異なる文化に触れた時、日本ではなぜこうなのかということを一緒に考えるようにな

り、日本のことを客観的に見つめ直すことのできる良い機会になった。同じ日本、同じ東

アジアでも様々な文化や価値観があることに気づき、自分の中にある文化を振り返ること

のできる時間となり、今回のプログラムで複文化というのは以前よりも養えたのではない

かと考える。しかし、複言語という点では少し限界を感じてしまった。もちろん、街中で

習った韓国語を使ったり、聞き取ったりする機会は、プログラムが進むうちに増えて行っ

たのだが、やはり、日本語を話すことの方が多かった。日韓学生フォーラムでも日本語で

話をすることが当たり前のようになっていた。それには、日本人学生の韓国の学生とは韓

国語で話そうとする意識欠如や韓国語能力が十分でなかったことにも原因があるかもしれ

ない。言語の面では、日本人学生と韓国人学生が対等な立場に立つのが難しいと考えた。 

 日韓学生フォーラムは、普段話すことのできない日本と韓国の間の問題や韓国に対する

疑問を率直に聞くことのできるいい機会だった。しかし、日本人学生も韓国人学生も嫌韓・

反日感情があまりない学生同士の議論となってしまったことに少し物足りなさを感じた。

韓国の学生は、特に若い人は日本に対してあまりネガティブな気持ちを持っていないと言

っていた。しかし、どちらの国にも嫌韓・反日感情を持つ人々はいるはずである。私は今

回のプログラムでそのような人々に出会うことはなかった。日本について悪く言われた時

に、うまく受け答えができる自信がなかったため、どこか安心していた部分があったのだ

が、日韓の問題について考えるとき、お互いのことを好意的に受け止める人同士で話して

いても、問題を根本的に解決することはできず、不十分なのではないかと感じるようにな

った。 

 このプログラムに参加する前後で、私の中で大きく変わったことが１つある。それは、

プログラムに参加する前よりも日本と韓国との距離が心理的に近くなったということだ。

以前は、私の中で韓国というと、日本の隣の国と言ってもどこか遠い存在のように感じて

いた。しかし、６週間韓国で生活をし、様々な人に出会ったことで、とても近い存在のよ

うに感じられるようになった。日韓・東アジアの共生のために若者として何ができるかと

問われると大きな問題のように感じられる。今考えられることとしては、プログラムによ

って得られた自分の中の変化や韓国の方々との繋がりを今後も維持していくこと、そして、

自分が目にしたり耳にしたりした経験を日本にいる周りの人に伝えていくことではないだ

ろうか。日本語と韓国語の言語の対等性を気づくのが困難であったこと、日本に対して好
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意的な韓国人学生としか交流ができなかったことなどの限界もあったが、自分や日本を見

つめ直し、新たな文化や価値観に出会うことができ、私にとってとても意味のある時間を

過ごすことができてよかった。 

 今回のプログラムに参加する上でご指導いただいた森山先生や釜山外国語大学校の先生

方に改めて感謝申し上げます。 
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韓国の研修について 
 

1．韓国のことばと文化を学んで 

釜山の韓国語短期研修で、韓国語を学び、様々な体験をした私は、韓国の国民性や韓国

文化への理解を深めることができました。 

研修の８月７日から 23 日のほとんど毎日４時間の韓国語授業を受けました。私はこの

プログラムに参加するまでは、韓国語についての知識は全くなく、３週間の韓国語学習の

授業はハングルから学ぶことになりました。韓国語の習得は大変だと思いましたが、中国

語と日本語ができる私は、韓国語と中国語と日本語の共通点を見つけ理解し覚えることが

できました。初めてハングルを覚えることは大変ですが、韓国語の習得はこの手法により

だんだん容易になっていったように感じました。具体的な授業の内容としては、ハングル

と簡単な日常生活の単語の読み方や綺麗な発音の仕方を学び、その後、場面の会話を学び

つつ（例えば、自己紹介、お店での注文の仕方、趣味）、その場面に出てくる文法も学び

ました。 

授業の言語としては、韓国語だけで意思疎通を行なっていました。初心者向けのクラス

で、語彙や文法を説明するために、先生たちは豊かな表情やボディーランゲージを多用し

ていました。大変理解しやすく印象に残る授業でした。しかし、少し難しい単語や文法を

学ぶときは、表情やボディーランゲージを使ってもわからない状況になり、学生たちが困

惑している姿を見受けました。また、自分が言いたい韓国語を先生に聞くときも、意思疎

通ができませんでした。推測するに、目標言語だけでの授業の進め方も語学習得の一つで

はありますが、もし先生が日本語もできれば、もっと効率的に授業を進めることができる

と思います。授業の形としては、アクティビティが多く、韓国語を話す機会がたくさんあ

りました。積極的に参加することにより、まさに「状況的な学習」になっていたように思

います。例えば、お店で品物を注文する場面の韓国語授業では、前半は教室で必要な語彙

や文法を学び、後半は釜山外国語大学校のカフェやコンビニに行き、前半の授業で学んだ

ことを使い実体験しました。実際の行動で言葉を覚えて行くことができたのがとてもよか

ったと思います。 

このような３週間の韓国語授業を通して、ハングルを読めるようになったり、簡単な会

話もわかるようになったりしました。 初は街の中で人が話す言葉、流れている K-POP、

放送などの言葉は雑音に聞こえ、非常に寂しく、異郷人の感じが強かったです。しかし、

私の場合は３週間で韓国語に対する感じ方に急激な進歩がありました。人が話す言葉は疎

くなくなり、人との簡単な会話もでき、とても達成感に包まれました。韓国・韓国人に対

する感じ方も随分と変わりました。言葉の重要性を実体験で学び直せました。 

今回の研修は韓国語を学ぶだけではなく、釜山外国語大学校の生徒のパートナーととも

に行動しました。韓国人のパートナー１人に対し、３〜５人で様々な観光名所を回った

り、食事をしたり、韓国の文化も同時にパートナーから学びました。例えば、韓国を訪ね

る前に韓国の上下関係の厳しさについては韓国人の友達から聞いていました。しかし、実

際は想像よりはっきりしている上下関係だと気づきました。私は大学院生だから、年齢も

学歴も一番高いです。他の参加者と韓国人のパートナーと一緒にグループ活動した時、パ

ートナーはいつも「先輩、何が食べたいですか？決めてください」「先輩、お先にどう

ぞ」「先輩…」と私に言いました。「グループ活動なので、メンバー全員の意見を聞いた後

に決めた方がいいと思います」とパートナーに伝えましたが、「だめですよ、韓国では必

ず先輩に聞きます」と言いました。韓国では、先輩は王様のような存在だと言っても過言

-  31  -



ではないと思いました。 

三週間で、パートナーと離れたくないと思う程に、絆を深めることができました。韓国

の生活や文化、また韓国の人に実際に接触することで、隣国に対する理解も深めることが

でき、韓国人の友達もできました。とても良い経験になりました。 

 

2．日本語教育実習 

今回の日本語教育実習は９月２日から 14 日まで、二週間しかありませんでしたが、と

ても充実した二週間でした。 

私は日本語教育コースの大学院生ですが、日本語教育の専門知識を勉強する時間はまだ

少なく、実際に学生に日本語を教える経験も全くありません。私が担当するクラスは B2

クラスなので、対象者はレベルが非常に高い学生です。且つ、外国人である私にとって、

日本語は母語ではありません。もし学生さんの日本語レベルが私より高ければどうしよう

かと、実習が始まる前までずっと心配していました。しかし、初めて指導していただく先

生と打ち合わせをしたときに「自分が外国人であることをあまり気にしない方がいいで

す。自分も学生たちと同じような外国語学習者の立場に立ち、自分が日本語を勉強して得

た経験を活用すればいいと思いますよ」とのアドバイスを受けました。非母語日本語教師

はまず心理的な負担を背負わず、自分の長所を発揮することができるように頑張ることが

大事だと感じました。 

教育実習において、 も困難だと感じたことは Can-do の概念に沿って、全てを日本語

で行う教案を作ることです。Can-do の概念は知っていますが、自身経験したことのない

外国語学習法だったので、Can-do の場面を設定することには大変工夫を必要としまし

た。また、授業は全てを日本語で行うので、語彙レベルのコントロールが必要です。新出

単語を日本語でどのように教えるかが難しいのはもちろん、学習者の実際の語彙レベルを

掌握して適切な新出単語を選ぶことはさらに難しく且つ重要だと思いました。私が選んだ

トピックは「住まいと住環境」で、B2 レベルの学生は「建築」「構造設計」などの単語は

知っているはずだと思っていましたが、実際は読めない学生が多かったです。反省会で、

指導先生が「中国人の学習者にとって漢字は簡単ですが、韓国人にとってはとても難しい

です。あなたは自分では気が付かなかったのですが、このような語彙を新出単語として平

仮名をつけて、説明する必要があります」との指摘を受けました。多様な学習者に適切な

教え方を分析する必要性を感じました。 

また、今回の教壇実習を通して、教師としての人間力の重要性にも気づきました。文部

科学省が提唱している優れた教師がもつべき総合的な人間力のことを思い出しました。教

師の態度・話し方・性格は授業に大きく関わると思います。まずは、教育的な熱情・真剣

さは優れた教師の第一条件といえ、教職に対する使命感のあらわれです。それが面倒見の

良さや、厳しくも温かい対応、細かい指導という形で生徒に伝わっていくように思いま

す。私は、いつもこれを大事にし、100 パーセントの熱意を持って授業をしました。授業

の 後、アンケートに学生から「先生が頑張ってくれて、とてもよかったと思います。」

などのコメントをもらい、自分の努力が認められたと感じ、これからも一生懸命に頑張り

たいと思いました。 

また、テクニックだけで良い授業ができるかといえばそうではなく、学生の心をつかむ

話し方もとても重要です。話す速さ、音量、抑揚、話の途中にポーズを入れることなどの

技術より、学生の興味を引き出すことで、面白く楽しんで授業をすることができると思い

ます。指導していただいた先生から一回目の授業では「声が小さい」「抑揚がない」との

フィードバックをもらいました。二回目ではマイクを使い、女優さんのように抑揚をつけ

て授業を行うことで確かに前回より学生たちの反応が良くなりました。 
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さらに、教師の性格も大切です。私の性格は楽観的、積極的な性格ではありますが、失

敗をおそれる人間です。おそれすぎて授業の途中に学生から質問された時には何回も自信

をなくし、回答の声も小さくなり、教室の雰囲気が急に沈黙した場合がありました。反省

会では「先生の雰囲気は教室の雰囲気です」と指導先生に言われました。より優秀な日本

語教師になるためには、この点は改善すべき課題だと考えます。 

 

3．複言語・複文化プログラムについて 

 本プログラムの前半の三週間で、パートナーと離れたくないと思うほどに、絆を深める

事ができました。正直、三週間で韓国人のパートナーと仲良くなれないだろうと思ってい

ました。実は、終末高高度防衛ミサイル（ＴＨＡＡＤ）体系配備による中国の経済報復な

ど、いわゆる「ＴＨＡＡＤ事態」以降、中国ネット上の韓国関連記事には悪質な書き込み

が後を絶ちませんでした。つまり、韓国人に対する中国人の全般的なイメージは大きく悪

化しています。留学する前、私も韓国人に対するイメージは良いとは言えませんでした。

今回の韓国語研修を通して、韓国人に対して肯定的な認識を持つことができるようになり

ました。また、パートナーにも今回のプログラムで、中国人に対するステレオタイプも変

わってきたと言ってもらえました。問題の多い国際関係の状況の下であっても、個人レベ

ルでの交流では中国人、日本人、韓国人という国籍には関係がないことを再認識しまし

た。実際の韓国・韓国人を少しでも知ることができたこと、そしてステレオタイプが変わ

ったことはよかったと思うと同時に、このような交流機会が多くなれば、東アジアの国民

の相互理解がきっと進むことができると感じました。特に、日本と韓国両国の交流だけで

はなく、中日韓の交流機会も多くればもっと良いと思います。例えば、お茶の水女子大学

の場合は、お茶大・釜山外大・大連外大３学校の交流項目があれば、参加する学生はきっ

と複言語・複文化に対する理解を深められると思われます。 

 ９月 17 日には日韓学生フォーラムに参加しました。私のグループは中日韓の教科書と

お互いのイメージについて話しました。軍隊や歴史事件に関する事だけではなく、お互い

の悪いイメージについても討論しました。とても珍しく貴重な経験ができました。そして

悪いイメージがマスメディアのせいかあるいは誤解かもしれないと考え、具体的に説明し

て討論が行われました。相方で隣国の本当の様子を真剣に考え直すことができ、非常によ

かったと思いました。残念なのは、授業時間のため、このフォーラムに参加した学生の人

数が少し少なかった事です。人が多ければ多いほど、多くの話題が出ることが予想され、

より討論内容が充実したフォーラムになれると思います。 

 

4．結び 

本プログラムに参加するにあたりご指導いただいた森山先生、松浦先生にこの場をお借

りし、感謝申し上げたいと思います。また、ご支援をいただいた釜山外国語大学、お茶の

水女子大学にも感謝申し上げます。 

今回の貴重な経験を私の今後の学習・研究に生かしていきたいと思います。 
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